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毎
年
年
末
近
く
な
る
と
青
森
県
大
間
で
の
マ
グ
ロ
一
本
釣
り
漁
の
様

子
が
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
漁
で
、
高
齢
漁
師
が
自
分
の
体

以
上
あ
る
マ
グ
ロ
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
に
も
海
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
そ
う
で
、
ま
る
で
マ
グ
ロ
が
漁
師
を

釣
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ど
う
見
て
も
高
齢
漁
師
一
人
で
は
引
き
揚
げ
ら
れ

な
い
と
思
っ
て
い
た
瞬
間
、
一
隻
の
漁
船
が
近
づ
き
、
若
い
漁
師
が
船
に

飛
び
移
り
、
マ
グ
ロ
の
掛
か
っ
た
テ
グ
ス
を
受
け
取
り
、
慣
れ
た
手
つ
き

で
船
上
に
マ
グ
ロ
を
引
き
揚
げ
、
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

マ
グ
ロ
漁
期
、
大
間
の
海
で
見
か
け
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
“
助
け
船
”
で
す
。

　

こ
の
映
像
を
見
た
瞬
間
、
こ
れ
ぞ
“
協
同
”
の
原
点
で
あ
る
と
感
動
し
ま
し
た
。

　

物
資
が
あ
ふ
れ
、
世
知
辛
い
時
代
で
も
、
海
、
そ
し
て
水
産
人
の
心
の
中
に
は
、
見
え
な
い
絆
に
よ
っ

て
“
協
同
”
が
自
然
な
型
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
型
に
は
ま
っ
た
“
協
同
”
だ
け
で
な
く
、
時
代
に
適
合
し
、
継
承
し
て
い
け
る
新
し
い

協
同
組
合
論
も
考
え
な
が
ら
、
協
同
購
買
事
業
を
推
進
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

表紙の言葉
「柴山漁港でのカニ選別作業」（香美町）
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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

見
え
な
い
絆
で
助
け
船 

～
こ
れ
か
ら
の
新
協
同
組
合
論
～

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

石
油
部 

部
長　

熊 

谷　

成 

雄

　但馬の冬の味覚の代表である松葉ガニ。11月６日いよ

いよ解禁となりました。

　画像は漁場から帰港しメスの松葉ガニ「セコガニ」を選

別しているところです。

　松葉ガニは但馬地域経済の重要な海産物で、漁業関係

者のみならず、カニに関係する人々が今後の漁模様に期待

を寄せています。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 2017年度	漁協運動功労者表彰
	 	 大日本水産会	平成29年度	水産功績者決定

	 ４	 漁船安全対策の優良取組を水産庁が表彰
	 	 全国豊かな海づくり大会	功績団体表彰

	 ５	 第37回	全国豊かな海づくり大会	福岡大会
	 	 松葉ガニ漁	解禁

	 ６	 摂播漁青連	今年も関学生協祭へ
	 	 ときはいま
	 	 　コンサートパフォーマンスに明石市５漁協の組合長ら出演

	 ７	 淡路水交会の「漁業者による森づくり」
	 	 「救命合羽」の販売開始

	 ８	 大輪田塾だより

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 神戸海上保安部航行安全課からのお知らせ



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

3

　大日本水産会（白須 敏朗会長）は、10月16日（月）開
催の第２回水産功績者表彰委員会において、平成29年度
の水産功績受賞者40名を決定し、発表しました。
　兵庫からは、水産業の振興と発展に功績があった秋武 
宏氏（元ＪＦ兵庫信漁連（現なぎさ信漁連）代表理事会長）
が選ばれました。
　表彰式は、12月１日（金）に東京で開催され、農林水産
大臣・水産庁長官が臨席し行われる予定です。
　心よりお慶び申し上げますとともに、今後益々のご健勝
とご活躍を祈念いたします。

　秋 武　 宏 氏
（元ＪＦ兵庫信漁連（なぎさ信漁連）代表理事会長）

3

　村 瀬　晴 好 氏
ＪＦ但馬　　　　　　　代表理事組合長
ＪＦ兵庫漁連　　　　　理事
ＪＦなぎさ信漁連　　　経営管理委員

（旧）ＪＦ兵庫信漁連　　（前）副会長理事

２
０
１
７
年
度
漁
協
運
動
功
労
者
表
彰

　

～
Ｊ
Ｆ
但
馬 

村
瀬
組
合
長
が
受
章
～

大日本水産会の平成29年度水産功績者が決定
　～兵庫からは秋武 宏氏（前ＪＦ兵庫信漁連会長）が受賞～

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
岸 

宏
会
長
）
は
、
９
月
25
日
に
２
０
１
７
年
度
（
第
32
回
）
漁
協
運
動

功
労
者
の
35
人
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
代
表
理
事
組
合
長
で
あ
る
村

瀬
晴
好
氏
が
多
く
の
功
績
を
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
11
月
22
日
に
東
京
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

拓水733号（2017年11月）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
10
月
29
日
、
第
37
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
お
い
て
功
績
表

彰
が
行
わ
れ
、「
兵
庫
運
河
の
自
然
を
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

漁
場
・
環
境
保
全
部
門
の
水
産
庁
長
官
賞
に
選
ば
れ
、
団
体
を
代
表
し

て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
の
糸
谷
安
一
組
合
長
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
１
５
年
に
兵
庫
県
よ
り
「
ひ
ょ
う
ご
の

生
物
多
様
性
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
、

兵
庫
運
河
を
美
し
く
す
る
会
、、
兵
庫
運
河
真
珠
貝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

兵
庫
水
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、神
戸
市
立
浜
山
小
学
校
な
ど
多
く
の
団
体・

企
業
で
活
動
し
て
お
り
、
運
河
の
清
掃
活
動
、
ア
サ
リ
の
育
成
実
験
や

ヒ
ラ
メ
・
ア
サ
リ
稚
貝
・
ク
ル
マ
エ
ビ
の
放
流
な
ど
兵
庫
運
河
の
水
質

浄
化
や
運
河

水
質
に
関
す

る
知
識
や
情

報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
表

彰
前
日
28
日

に
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行 

わ
れ
、
糸
谷

組
合
長
は「
兵 

庫
県
の
神
戸
、

大
阪
湾
か
ら

生
物
多
様
化

を
は
か
り
瀬

戸
内
海
再
生

を
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。
若
い
世
代
が
海
を

守
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
か
ら
「
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
の
お
言
葉
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　
水
産
庁
で
は
、
去
る
10
月
20
日
、
水
産
庁
長

官
室
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
「
漁

船
の
安
全
対
策
に
関
す
る
優
良
な
取
り
組
み
に

対
す
る
表
彰
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
３
Ｊ
Ｆ
が
表
彰
さ
れ
、
本
県
か
ら

は
Ｊ
Ｆ
高
砂
の
松
本
力
組
合
長
が
出
席
し
、
長

谷
成
人
長
官
よ
り
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
漁
業
者
の
安
全
に
関
す
る
意

識
の
向
上
と
取
り
組
み
の
推
進
を
促
進
し
、
重

大
な
事
故
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
平
成
28
年

度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｆ
高

砂
で
は
、
32
年
前
よ
り
高
砂
市
内
の
Ｊ
Ｆ
で
組

織
す
る
市
漁
連
主
催
に
よ
る「
海
難
防
止
講
習
会
」

を
毎
年
開
催
し
、
安
全
対
策
の
意
識
啓
発
を

図
る
ほ
か
、
平
成
23
年
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

ラ
イ
フ
ガ
イ
ド
レ
デ
ィ
ー
ス
に
よ
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
着
用
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
安
全
対
策
な
ど
の
取
り
組
み

を
３
年
以
上
継
続
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者

が
３
年
以
上
発
生
し
て
い
な
い
団
体
に
贈
ら

れ
、
今
回
、
３
団
体
に
贈
ら
れ
た
賞
は
『
ブ
ロ

ン
ズ
賞
』
で
、
こ
れ
を
受
賞
後
、
同
様
の
取
り

組
み
を
２
年
以
上
継
続

す
れ
ば
『
シ
ル
バ
ー
賞
』、

さ
ら
に
２
年
以
上
継
続

す
れ
ば
『
ゴ
ー
ル
ド
賞
』

が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
、長
谷
長
官
は

「
今
後
も
、引
き
続
き
、取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
、２
年
後
、４
年
後
の

表
彰
式
に
ぜ
ひ
来
て
貰
い
た
い
。」と
、今
後
の
取
り

組
み
へ
の
さ
ら
な
る
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
引
き
続
き
、
大
日
本
水
産
会
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
「
漁
業
労
働
環
境
カ
イ
ゼ
ン

対
策
会
議
」に
お
い
て
、優
良
事
例
報
告
を
行
っ

た
Ｊ
Ｆ
高
砂
の
松
本
組
合
長
は
、「
安
全
対
策

に
近
道
は
な
い
。
地
道
な
取
り
組
み
の
積
み
重

ね
で
あ
り
、
終
わ
り
は
な
い
。
今
後
も
海
難
事

故
ゼ
ロ
に
向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た

い
。」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、Ｊ
Ｆ
高
砂
以
外
の
受
賞
団
体
は
、Ｊ
Ｆ

宗
谷｛
北
海
道
｝並
び
に
Ｊ
Ｆ
い
と
う（
静
岡
県
）。

漁
船
安
全
対
策
の
優
良
取
組
を
水
産
庁
が
表
彰

　

～
Ｊ
Ｆ
高
砂
～

表彰状を受け取るＪＦ高砂：松本 力組合長
（画像提供：ＪＦ全漁連）

（画像提供：ＪＦ全漁連）

全国豊かな海づくり大会 功績団体表彰
　漁場・環境保全部門にてＪＦ兵庫が受賞

表彰状を受け取るＪＦ兵庫：糸谷組合長（画像提供：ＪＦ全漁連）
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10
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）
の
両
日
、

「
第
37
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会 

福
岡

大
会
」
が
福
岡
県
宗
像
市
で
開
催
さ
れ
、
同

大
会
に
併
せ
た
物
産
販
売
、
企
画
展
示
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
関
連
行
事
も
含
め
、
約

9
万
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
29
日
に
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
行
わ

れ
、
会
場
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
は
じ

め
、
全
国
の
水
産
関
係
者
が
出
席
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、大
島 
理
森
大
会
会
長
（
衆

院
議
長
）
が
「
福
岡
県
で
行
わ
れ
て
い
る
資

源
管
理
型
漁
業
や
栽
培
漁
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
漁
場
環
境
保
全
、
水
産
物
消
費
拡
大

な
ど
は
我
が
国
水
産
業
の
活
性
化
や
自
然
環

境
保
全
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
も
の
。
自

然
の
恵
み
を
将
来
へ
享
受
で
き
る
よ
う
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
小
川 

洋
福
岡
県
知
事
は
「
今
大
会
を
契
機
に
川
や

河
川
、水
源
地
域
の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
し
っ
か
り
と
繋
い

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
功
績
団
体
表
彰
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
大
会

会
長
賞
受
賞
代
表
者
と
し
て
最
優
秀
作
文
を

書
い
た
宗
像
市
立
東
郷
小
学
校
２
年
生 

野

田
光
輝
さ
ん
が
「
ぼ
く
の
た
い
せ
つ
な
海
や

川
」
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
後
、
両
陛
下
か

ら
漁
業
後
継
者
へ
の
ト
ラ
フ
グ
・
ク
ロ
ア
ワ

ビ
な
ど
の
稚
魚
が
入
っ
た
お
手
渡
し
が
行
わ

れ
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
大
会
決
議
採
択
で
は
、

岸 

宏
大
会
推
進
委
員
長
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会

長
）
が
大
会
決
議
を
朗
読
し
満
場
の
拍
手
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
、
最
後
に
小
川
福
岡
県
知

事
か
ら
次
期
開
催
県
の
尾
﨑
正
直
高
知
県
知

事
へ
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
終
了
し
ま
し

た
。

　
日
本
海
の
冬
の
味
覚
、
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
漁
が
、
富
山
県
か
ら

島
根
県
ま
で
の
１
府
６
県
で
11
月
６
日

（
月
）
に
一
斉
に
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
兵
庫
で
も
、

Ｊ
Ｆ
但
馬
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
所
属
の
沖
合
底

曳
船
49
隻
が
次
々
に
出
港
し
、
解
禁
の

午
前
0
時
を
待
っ
て
一
斉
に
網
を
投
入

し
ま
し
た
。

　
初
競
り
は
同
日
午
後
か
ら
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
柴
山
漁
港
で
は
１
匹

１
、０
８
８
、８
８
０
円
の
最
高
値
を
記

録
し
ま
し
た
。
ま
た
同
港
で
は
「
松
葉

ガ
ニ
初
せ
り
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

観
光
客
や
地
元
住
民
ら
が
セ
コ
汁
を
味

わ
う
な
ど
、
各
浜
は
初
水
揚
げ
に
活
気

づ
き
ま
し
た
。

　
初
日
の
但
馬
地
区
全
体
で
の
水
揚
げ

量
は
、
オ
ス
ガ
ニ
、
メ
ス
ガ
ニ
と
も
に

昨
年
を
上
回
る
前
年
比
約
１
０
８
％
、

水
揚
げ
金
額
は
前
年
比
約
89
％
の
約

１
億
３
千
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
漁
の
操
業
は
3
月
20
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
が
、
資
源
保
護
の
取
り
組
み

と
し
て
メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）
は
12

月
31
日
ま
で
、
若
マ
ツ
バ
ガ
ニ
（
ミ
ズ

ガ
ニ
）
は
１
月
20
日
か
ら
２
月
28
日
ま

で
と
操
業
期
間
を
短
縮
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
今

漁
期
の
豊
漁
と
安
全
操
業
を
祈
念
し
ま

す
。

松
葉
ガ
ニ
漁 

解
禁
!!

　

～
１
匹
１
０
８
万
円
の
過
去
最
高
値
も
～

天皇・皇后両陛下ご臨席のもと開催されました
（画像提供：ＪＦ全漁連）

第37回 全国豊かな海づくり大会 福岡大会
　～テーマは「育もう 海 人 地域 みんなの未来」～

両陛下お手渡しの様子（画像提供：ＪＦ全漁連）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ときはいま
　コンサートパフォーマンスに明石市５漁協の組合長ら出演

　
関
西
学
院
大
学
生
協
祭
に
、
今
年
も
摂
津
播

磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
か
ら
大
西
正
起

会
長
ら
役
員
ほ
か
11
名
が
参
加
し
、
兵
庫
の
漁

業
や
魚
食
文
化
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
出
展
し
た
10
月
18
日（
水
）は
、フ
ラ
イ
ヤ
ー

を
持
ち
込
み
、
タ
コ
の
唐
揚
げ
・
タ
コ
コ
ロ
ッ

ケ
を
販
売
し
、
唐
揚
げ
は
お
昼
過
ぎ
に
は
完
売

す
る
な
ど
大
人
気
。
両
品
あ
わ
せ
４
５
０
食
を

完
売
し
、過
去
最
高
の
販
売
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
漁
青
連
は
４
年
前
か
ら
田
和
正
孝
同
大
学

文
学
部
教
授
（
大
輪
田
塾
講
師
団
顧
問
）
の
ご

配
慮
で
、
ゼ
ミ
学
生
と
消
費
流
通
の
意
見
交
換

や
魚
食
文
化
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
交
流
活

動
を
続
け
て
お
り
、
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
も
タ
コ

釣
り
漁
体
験
や
漁
協
で
魚
の
水
揚
げ
や
セ
リ
見

学
、
調
理
な
ど
を
通
じ
て
地
域
漁
業
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
漁
青
連
の
活
動

に
は
他
の
大
学
も
教
育
的
視
点
と
地
産
地
消
文

化
の
側
面
か
ら
大
変
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
大
学

生
協
を
通
じ
て
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ａ
丼
な
ど
兵

庫
県
下
の
魚
が
学
食
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
業
者
自
ら
、
生
の
声
を
学
生
達
に
伝
え
る
素

晴
ら
し
い
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

地
産
地
消
で
美
味
を
ア
ピ
ー
ル

　

摂
播
漁
青
連 

今
年
も
関
学
生
協
祭
へ

　
11
月
３
日
（
金
）
明
石
市
の
明
石
公
園
で
「
と
き
は
い
ま 

明

石
城
人
魚
之
巻
」
と
題
し
た
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
「
時
と
海
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
神
戸
新
聞
明
石
版

の
連
載
を
ま
と
め
た
書
籍
「
あ
か
し
本
」
を
原
案
と
し
、
明
石
市

生
ま
れ
で
欧
州
を
中
心
に
活
動
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
牧
村
英
里
子

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
と
演
劇
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
牧

村
さ
ん
演
じ
る
人
魚
が
セ
リ
に
か
か
る
シ
ー
ン
で
は
明
石
市
漁
業

組
合
連
合
会
（
会
長
：
Ｊ
Ｆ
江
井
ヶ
島 

橋
本 

幹
也
組
合
長
）
の

5
漁
協
の
組
合
長
が
出
演
し
、
明
石
の
漁
業
や
海
を
演
劇
と
い
う

新
し
い
方
法
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（ 左から ＪＦ江井ヶ島：橋本幹也組合長、ＪＦ西二見：山本章等組合長、ＪＦ東二見：大西賀雄組合長、
ＪＦ明石浦:戎本裕明組合長、ＪＦ林崎：田沼政男組合長）

  （画像提供：アートコレクティブ「ときはいま」）
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一
般
社
団
法
人
淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽
会
長
）
が
主
催

す
る
「
漁
業
者
の
森
づ
く
り
」
が
11
月
７
日
（
火
）、
淡
路

市
の
山
林
で
行
わ
れ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
６
０
０
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
漁
業
者
が
ウ
バ
メ
ガ
シ
や
間
伐
材
を
使
っ

た
“
柴
漬
け
”
に
よ
る
産
卵
床
の
設
置
に
よ
り
ア
オ
リ
イ
カ

な
ど
の
水
産
資
源
の
増
大
を
図
る
活
動
と
、
一
般
県
民
と
力

を
あ
わ
せ
た
漁
業
者
の
森
づ
く
り
活
動
を
連
携
し
て
行
い
、

環
境
保
全
と
地
域
貢
献
を
図
る
も
の
で
、
今
回
で
９
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
当
日
は
島
内
Ｊ
Ｆ
役
職
員
、
漁
青
連
、
女
性
連
の
ほ
か
、

行
政
や
系
統
団
体
、
さ
ら
に
淡
路
市
立
中
田
５・６
年
生
児

童
28
人
を
加
え
た
１
７
５
名
が
集
合
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら

は
植
樹
手
順
の
説
明
の
後
、
苗
木
と
土
嚢
に
入
っ
た
土
を

次
々
に
運
び
込
み
、
用
意
し
た
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
ら

は
、
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
森･

川･

海
の
関
係
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
海
の
再
生
に
向
け
て
、ま
た
、ア
オ
リ
イ
カ
増
殖
に
繋
が
る
「
森

づ
く
り
」
事
業
は
、
今
後
も
淡
路
の
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

淡路水交会の「漁業者による森づくり」
　～淡路市立中田小学校児童も参加しての植樹活動～

丁寧に植えました

多くの人が参加しました

「救命合羽」の販売開始
　～「浮力合羽」を改良し、桜マーク（型式承認）を取得～

　ＪＦ兵庫漁連は、漁業用合羽に浮力を持たせた「浮力合
羽」を独自に開発し、平成24年より販売を開始し、これまで
約3,000着を販売しております。これにより、複数の漁業者
の命が救われたことは、本紙でも過去に掲載しています。 

（№678・№703・№715）
　しかし、これまでの「浮力合羽」は救命胴衣としての桜マー
クを取得していないため、一人乗り漁船では普及推進出来な
いなど多くの課題がありました。
　しかし、小型船舶における救命胴衣の着用義務の範囲が拡
大されることをうけ、桜マークの取得に向け、「浮力合羽」の
利用者にもご協力いただきながら約１年間の試行錯誤を重
ね、平成29年11月６日に型式承認を取得し、「救命合羽」とし
て販売を開始されることになりました。
　本商品は普及啓発を踏まえ、期間限定で特別価格にて販売
され、更なる「作業性を損なわない救命胴衣」に向けた品質改
良を行うため、多くの漁業者に着用いただき、多くのご意見・
ご要望を頂戴したいと思っております。
　「救命合羽」の購入申込・お問い合わせにつきましては、 
ＪＦ兵庫漁連指導部（TEL：078－940－8013）
ＪＦ兵庫漁連資材部（TEL：078－942－9272）まで
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幅
広
い
視
野
を
も
っ
た
将
来
の
水
産
業
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
「
浜
の
リ
ー
ダ
ー
」
を

育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
様
々
な
研
修
・
講
義

を
行
っ
て
い
る
大
輪
田
塾
で
修
了
・
入
塾
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
10
月
24
日
（
火
）

に
兵
庫
県
水
産
会
館
で
、
平
成
29
年
度
大
輪

田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式
が
行
わ
れ
、11

期
生
6
名
が
修
了
す
る
と
と
も
に
、
13
期
生

と
な
る
新
入
塾
生
4
名
が
入
塾
し
ま
し
た
。

　
東
根 

壽
塾
長
（
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

理
事
長
）、
県
水
産
課 

髙
木 

英
男
課
長
を

は
じ
め
、
同
塾
運
営
委
員
、
県
・
系
統
役
職

員
な
ど
約
50
名
が
出
席
す
る
な
か
、
修
了
式

で
は
、
修
了
生
が
一
人
ず
つ
東
根
塾
長
か
ら

修
了
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
後
、「
決
意
の
言

葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
期
生 

上
田 

剛
輝
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）
か
ら
の
「
送

る
言
葉
」
を
受
け
た
６
名
は
決
意
を
新
た
に

修
了
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
入
塾
式
で
は
、
新
入
生

代
表
の
吉
岡 

力
男
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
但
馬
）
が

力
強
く
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
た
の
ち
、

12
期
生 

福
山 

貴
久
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
林
崎
）
か

ら
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
式
は
、

東
根
塾
長
の
訓
辞
の
あ
と
、
来
賓
の
県
水

産
課 

髙
木
課
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼 

政

男
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂

き
、
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
大
輪
田

塾
創
設
よ
り
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
関
西
学
院

大
学
文
学
部 

田
和 

正

孝
教
授
に
よ
る
記
念
講

演
「
兵
庫
県
漁
業
の
近

現
代 

～
地
理
歴
史
研

究
こ
と
は
じ
め
～
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
兵
庫

県
漁
業
の
歴
史
に
、
塾

生
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

修
了
生
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
を
祈
念
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
加

わ
っ
た
13
期
生
の
塾
で

の
頑
張
り
に
期
待
し
ま

す
。

平
成
29
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式 

開
催

　

～
第
11
期
生
６
名
が
修
了
し
ま
し
た
～

修了生の紹介

氏　名（期） 所　　　属
長澤　良治
（11期生） ＪＦ姫路市

森　　陽祐
（11期生） ＪＦ坊勢

小嶋　隆次
（11期生） ＪＦ室津

山崎　大輔
（11期生） ＪＦ淡路島岩屋

川本　　洋
（11期生） ＪＦ但馬

髙田佐王里
（11期生） 共水連兵庫県事務所

（敬称略・順不同）

入塾生の紹介

氏　名 所　　属 漁 業 種 類

布施　達也 ＪＦ神戸市 漁協職員

土井　祐介 ＪＦ明石浦 漁協職員

岡田　京大 ＪＦ坊勢 船曳網漁業

吉岡　力男 ＪＦ但馬 沖合底曵網漁業

（敬称略・順不同）

入塾生の記念撮影
（ 前列左から：土井さん、布施さん、田沼県漁連会長、東根塾長、髙木水産課長、
吉岡さん、岡田さん）

修了生の記念撮影
（ 前列左から：小嶋さん、山崎さん、森さん、田沼県漁連会長、東根塾長、
髙木水産課長、高田さん、川本さん、長澤さん）
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　10月５日（木）、兵庫県民会館において2017年
度 兵庫県生協大会を開催し、会員生協の組合員、
役員や職員など235人が集いました。毎年10月～
11月は「生協強化月間」。全国の生協では「活動や
事業について知っていただき、生協の輪を広げる」
催しを行っています。
　第一部 記念式典は、主催者を代表して兵庫県生
協連 木田克也 会長理事が挨拶。引き続き、ご来
賓の兵庫県 井戸 敏三 知事よりご挨拶をいただき、
表彰式では、長年にわたり生協の発展に寄与され
た2人の会員生協役員に生協功労者表彰として「兵
庫県知事感謝」が贈られました。その後、神戸市、
兵庫県議会より、それぞれ生協への期待がこめら
れたご祝辞をいただきました。また、生協業務に
精励した24人の役員・職員に「兵庫県生活協同組
合連合会会長表彰」が贈られ、会場からも大きな
拍手が送られました。
　第二部は、「今日もエコな風が吹く」と題して“環
境”をテーマに「楽しいエコライフ」について、㈲
ひのでやエコライフ研究所　鈴木 靖文 氏の講演
とアコースティックデュオ　にこいちによる演奏が
ありました。また、会員医療生協による「健康チェ
ック」や「（公財）兵庫県健康財団」による健康づ
くりと疾病予防の取り組み、会員生協の環境の取
り組み展示、ロビーでは「フェニックス共済」「兵
庫労働共済生活協同組合」の共済紹介や「チーム
やんだくないS」による消費者トラブル防止啓発活
動も行われ、多くの参加者でにぎわいました。

　兵庫県農協青壮年部協議会（県青協）は、11月
２日、神戸市のラッセホールで60周年記念交流会
を開き、歴代委員長を含め約100人が参加しまし
た。
　ＪＡ青壮年部は、全国で青年農業者による自主
的な組織として設立され、本県では昭和29年頃か
ら設立されました。そして、県内ＪＡ青壮年部を
会員とする組織として県青協が32年に設立され、
今年５月に設立60周年を迎えました。現在はＪＡ
兵庫六甲、ＪＡ兵庫南、ＪＡたじま、ＪＡ丹波ささ
やまの４ＪＡの、５組織、178人の盟友が加盟して
います。
　交流会では、植田博成委員長が「盟友の農業経
営の向上、農業生産の拡大を第一の目標とし、あ
らゆる試みに挑戦していきます」とあいさつ。農
業や青壮年部に対する提言等を発表する「ＪＡ青
年の主張」では、「店舗リニューアルにつき生産者
大募集」と題して発表したＪＡ兵庫南青壮年部の
福田修司さんが最優秀賞を受賞しました。青壮年
組織の地域活動の実績を発表する「ＪＡ青壮年部
活動実績発表」では、「地域とつながる僕らのニ
ンジン―大きなことはできません。小さなことか
らコツコツと－“絆”」と題して発表したＪＡ兵庫
六甲西神戸農業経営者協議会玉津青年部の橋本
晋也さんが最優秀賞を受賞しました。
　福田さん、橋本さんは来年１月に開かれる近畿
地区ＪＡ青年大会に兵庫県代表として出場します。

ＪＡ青壮年部
60周年記念交流会

2017年度
兵庫県生協大会を開催
テーマ：協同が息づく兵庫のまちづくり

記念交流会であいさつをする植田委員長 講演　㈲ひのでやエコライフ研究所 鈴木 靖文 氏

生協功労者表彰として「兵庫県知事感謝」が贈られました



◆
あ
る
紀
行
作
家
の
著
書
に
、
ど
の
地
方
に
も
共
通
す
る
秋
の
風
物
詩
は
、
民

家
の
軒
先
に
下
が
る
干
し
柿
だ
と
あ
っ
た
。
柿
（
カ
キ
）は
春
の
若
葉
も
良
く

花
も
可
愛
く
、
青
い
果
実
も
愛
ら
し
い
。
熟
し
た
柿
色
に
も
風
情
が
あ
る
。
中

国
を
原
産
地
と
し
て
い
る
が
、
文
献
は
無
く
て
詳
細
不
明
、
カ
キ
ノ
キ
科
カ
キ

ノ
キ
属
の
落
葉
樹
。
日
本
の
風
土
に
溶
け
込
ん
で
、
秋
の
代
表
果
実
に
な
っ
て

い
る
。
昔
、
戦
争
に
脅
え
て
疎
開
し
た
父
の
里
、
家
か
ら
少
し
外
れ
た
山
の
畑

に
大
き
な
カ
キ
の
樹
数
本
が
あ
り
、
秋
に
撓
わ
に
実
っ
た
。
親
ら
が
畑
で
作
業

中
、
一
人
遊
び
し
て
い
た
従
兄
弟
の
ツ
ト
ム
が
行
方
不
明
と
な
り
、
村
中
総
出

で
探
し
た
結
果
、
近
く
の
池
に
溺
死
体
で
見
つ
か
っ
た
。
カ
キ
を
見
る
と
そ
ん

な
哀
し
い
思
い
出
へ
繋
が
る
。

◆
弥
生
時
代
の
遺
跡
で
、
カ
キ
の
炭
化
し
た
種
子
が
出
た
。
ま
た
、
カ
キ
材
を

杭
に
利
用
し
た
跡
も
発
見
さ
れ
、
弥
生
人
に
と
っ
て
の
カ
キ
は
身
近
な
存
在

だ
っ
た
よ
う
だ
。
果
物
と
し
て
奈
良
時
代
の
古
書
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ

の
頃
、
栽
培
柿
が
渡
来
し
農
家
の
重
要
な
作
物
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
百
科
便
覧

的
な
書
物
『
延
喜
式
』に
記
載
が
あ
り
、
甘
味
資
源
と
し
て
保
存
食
品
に
な
っ

た
と
あ
る
。
カ
キ
は
甘
柿
と
渋
柿
に
大
別
さ
れ
る
が
、
本
来
の
柿
は
渋
く
、
突

然
異
変
で
甘
い
の
が
出
来
た
。
そ
の
経
緯
の
詳
細
は
判
ら
な
い
。
次
郎
柿
・
禅

寺
丸
・
富
有
柿
が
知
ら
れ
る
。
甘
柿
は
耐
寒
性
に
乏
し
く
東
北
南
部
以
北
で

は
育
た
な
い
と
い
う
。

◆
子
規
の
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」は
奈
良
の
御
所
柿
で
、
甘
柿

の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
渋
柿
が
基
本
だ
か
ら
、
脱
渋
方
法
も
大
む
か
し

か
ら
色
々
と
工
夫
さ
れ
た
。
塩
や
灰
汁
に
浸
け
た
り
、
焼
い
た
り
と
試
行
錯
誤

し
た
。
一
般
に
知
ら
れ
る
湯
抜
き
法
は
江
戸
時
代
初
期
に
案
出
さ

れ
、
風
呂
の
湯
に
一
晩
浸
け
る
と
い
う
簡
便
な
も
の
だ
っ
た
が
、
果

皮
が
剥
け
た
り
味
が
落
ち
る
欠
点
が
あ
る
。「
樽
抜
き
法
」は
酒
の

空
樽
を
使
い
偶
然
に
渋
が
抜
け
る
と
判
っ
た
も
の
で
、
ア
ル
コ
ー

ル
法
と
い
う
名
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
干
し
柿
も
渋
抜
き
の

一
方
法
で
あ
る
。
美
濃
の
つ
る
し
柿
、
宇
治
の
転
柿
（
こ
ろ
が
き
）、

信
州
で
作
ら
れ
る
市
田
柿
、
広
島
西
条
の
串
柿
な
ど
が
、
晩
秋
の
風

物
詩
と
な
っ
て
知
ら
れ
る
。

◆
明
治
時
代
、
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
な
ど
の
防
腐
剤
が
出
る
ま
で
は
、
柿

渋
が
塗
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。『
粋
な
黒
塀
、
見
越
し
の
松
に
あ

だ
な
姿
の
お
富
さ
ん
…
』と
流
行
歌
に
あ
る
黒
塀
が
そ
れ
で
、
柿
渋

に
灰
墨
を
混
ぜ
て
板
塀
に
塗
っ
た
。
漆
と
共
に
純
国
産
の
防
腐
剤

で
、
民
族
的
な
事
例
と
し
て
特
筆
で
き
る
。
防
腐
・
防
湿
・
防
虫
の

効
果
が
あ
る
。
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
よ
る
化
学
物
質
過
敏
症
に

は
、
柿
渋
は
優
し
い
塗
料
だ
よ
と
、
柿
渋
の
老
舗
店
主
が
語
っ
て
い

た
。「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」と
い
う
が
、
タ
ネ
を
蒔
い
て
八
年
目
に
花

が
咲
い
た
。
あ
れ
は
事
実
を
言
っ
て
る
。
花
の
後
、
可
愛
く
青
い
果

実
が
無
数
に
着
き
嬉
し
か
っ
た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

柿
た
わ
わ

柿の季節

神戸海上保安部航行安全課
からのお知らせ漁船が関係する衝突死亡事故が続いています！
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